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古ふ
る
津つ

八は
ち

幡ま
ん

山や
ま
遺
跡　

秋
葉
区
古
津
・
金
津
・
蒲
ケ
沢

　

新
津
丘
陵
の
西
側
の
尾
根
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
と
古
墳
時
代

前
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
新
津
美
術
館
の
裏
側
の
尾
根
一
帯
が
遺
跡
で
、
尾

根
頂
上
の
標
高
は
五
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年

に
約
一
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

遺
跡
の
発
見
は
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
に
磐ば

ん

越え
つ

自
動
車
道
の

建
設
に
伴
い
、
金か

な

津づ

・
古ふ

る

津つ

・
蒲が

わ

ケけ

沢さ
わ

の
土
砂
採
取
予
定
地
に
お
け
る
遺

跡
範
囲
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、
古
津
八
幡
山
遺
跡
を
含
む
複
数
の
遺
跡
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
の
開
発
協
議
で
、
遺
跡
の
主
要
部
分

は
現
状
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
遺
跡
の
範
囲
や
性

格
を
把
握
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
、
新
津
市
教
育
委
員
会
が
一
四
回
、

新
潟
市
教
育
委
員
会
が
一
回
実
施
し
て
い
る
。

　

弥
生
時
代
後
期
、
丘
陵
上
に
は
防
御
的
な
高
地
性
環か

ん

濠ご
う

集
落
が
営
ま
れ

た
。
南
北
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
か
ら
、
環
濠
八
条
・
竪た

て

穴あ
な

住
居
跡
四
五
棟
・
方

形
周
溝
墓
二
基
・
前
方
後
方
形
周
溝
墓
一
基
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
環
濠
は
断
続
的
で
は
あ
る
が
二
重
に
な
っ

て
お
り
、
断
面
は
Ｖ
字
形
を
し
て
い
る
（
口
絵
）。
最
大
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
、

図20　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」図21　古津八幡山遺跡

南地区頂上付近
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第１章　新津丘陵周辺の遺跡

環
濠
の
外
側
に
掘
削
し
た
土
砂
を
土
塁
状
に
盛
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

竪
穴
住
居
の
大
部
分
は
、
環
濠
の
内
部
や
溝
で
区
画
さ
れ
た
丘
陵
の
頂
部
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
平
面
形
は

隅
丸
方
形
で
、
規
模
は
一
辺
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
床
面
は
硬
く
し
ま
っ
て
お
り
、
四
本
の
主
柱
穴
や
貯

蔵
穴
、
中
央
部
に
炉
が
検
出
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
山
側

に
は
排
水
溝
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
方
形
周
溝
墓
は
、
埋
葬
施
設
か
ら
副
葬
品
と
考
え
ら
れ
る
鹿
角
装
鉄
剣
や

ア
メ
リ
カ
式
石せ

き

鏃ぞ
く

が
出
土
し
た
。
竪
穴
住
居
と
同
時
期
で
あ
る
が
、
環
濠
の
外
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
住
域

と
は
区
別
さ
れ
た
墓
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
前
方
後
方
形
周
溝
墓
は
、
環
濠
に
囲
ま
れ

た
丘
陵
頂
部
か
ら
単
独
で
検
出
さ
れ
た
。
出
土
遺
物

が
少
な
く
明
確
で
は
な
い
が
、
集
落
廃
絶
直
後
の
弥

生
時
代
終
末
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

出
土
遺
物
で
は
、
北
陸
系
・
東
北
系
（
天
王
山
式

系
）・
在
地
折
衷
系
（
八
幡
山
式
）
の
三
系
統
の
土

器
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
竪
穴
住
居
跡
や
方
形
周
溝

墓
、
環
濠
か
ら
共
に
出
土
し
て
お
り
、
同
時
に
製
作

さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本

図22　古津八幡山遺跡　イメージ図

図23　北陸系土器（左）東北系土器（右）
右の高さ21センチメートル
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海
や
阿
賀
野
川
を
介
し
て
北
陸
地
方
中
西
部
や
、
東
北
会
津
地

方
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。こ
の
ほ
か
、

石
鏃
六
四
点
（
う
ち
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃
九
点
）、敲た

た
き石い
し五

八
点
、

砥と

石い
し

三
四
点
、
礫

つ
ぶ
て
石い

し
多
数
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

　

弥
生
時
代
後
期
、
北
九
州
か
ら
関
東
・
北
陸
地
方
に
か
け
て

の
各
地
で
高
地
性
環
濠
集
落
が
営
ま
れ
る
。
越
後
平
野
で
は
弥

彦
・
角
田
山さ

ん

麓ろ
く

や
新
津
丘
陵
に
認
め
ら
れ
る
が
、
本
遺
跡
は
現

在
の
と
こ
ろ
北
陸
系
の
高
地
性
環
濠
集
落
と
し
て
は
最
北
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
防
御
的
な
集
落
は
、

西
日
本
を
中
心
と
し
た
政
治
的
緊
張
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

古
墳
時
代
に
な
る
と
丘
陵
上
に
集
落
は
営
ま
れ
な
く
な
り
、
人
々
は
舟
戸
遺
跡
（
一
八
ペ
ー
ジ
）
な
ど
平
野

部
に
移
り
住
ん
だ
。
丘
陵
上
に
は
、
か
つ
て
集
落
が
あ
っ
た
尾
根
の
先
端
に
古
津
八
幡
山
古
墳
が
築
か
れ
る
。

こ
の
古
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
も
の
で
、
直
径
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
北
側
に
張
り
出
し
が
あ
る
。
墳
頂

部
が
広
く
、
古
墳
の
南
側
に
周
溝
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
同
時
期
の
住
居
跡
な
ど
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古

墳
一
基
が
単
独
で
存
在
す
る
。
尾
根
頂
上
の
前
方
後
方
形
周
溝
墓
が
弥
生
時
代
終
末
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
政
治
的
緊
張
過
程
を
経
て
出
現
し
た
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
古
津
八
幡
山
古
墳
は
県
内
最
大
規
模
で

あ
り
、
角
田
山
麓
に
あ
る
菖あ

蒲や
め

塚づ
か

古
墳
（
五
二
ペ
ー
ジ
）
を
上
回
る
。

図24　古津八幡山古墳復元平
面図　『古津八幡山古墳Ⅰ』か
ら作成
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